
 

 

  
 

～ガイドブック・マップの進捗確認及び調整について～ 

 
 

 

 

 

～本日（10.12）までの進捗状況～ 

 
 
 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６回目のまちづくり検討会議では、前回の振り返りをした後、歴史探索班・マップビジュアル班 A・B より、

各班内の現在の進捗状況について発表・共有しました。 

その後、地域の方に確認したい内容や現時点でのアドバイスをもらいながらガイドブックやマップそれぞれの

内容について、追加した情報や修正点について、班で協議し、全体で発表・共有しました。 

 

 

◆第６回会議概要 

日時 2024.10.12（土）13:30～15:30 

参加者数     学生   10 名 

    地域の方  7 名 

プログラム 

１ 前回の振り返り 

２ 各班の現況報告 

３ グループワーク① 

（ガイドブック・マップ作成に向けた協議） 

４ 各チームの発表 

５ グループワーク② 

（HP 作成に向けたアイデア出し） 

６ 各チームの発表 

７ 次回の調整 

 

まちづくり検討会議 

福 井 地 区 

ニュースレター vol.６

５  

令和６年 

10 月 

 

 

茨木市 地域コミュニティ課 

マップビジュアル班 A では、グーグルマップを活用し、30 ヶ

所の地点を３つのコースに分け、休憩できるスポットや各スポッ

トの写真を反映したところまで進みました。 

マップビジュアル班 B では、グルメや体験できるスポットを

中心に前回作ったマップに内容を追加しました。 

今後はルートをさらに分かりやすくしていきたいとの報告が

ありました。 

地域の方からのアドバイス！ 

学生が作成したマップを地域の方が確認中 

歴史探索班では、文化財資料

館に足を運んだり、学生検討

会議を行いながら、全 30 ヶ所

を４人で分担して、文章を作

成中とのことです。マップビ

ジュアル班 A とのすり合わせ

や、寺・神社等の行事の内容、

今と昔を比べるような内容を

入れることも検討中です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

～進捗状況を踏まえて班ごとに分かれて協議～ 

 マップビジュアル班 A 

 

歴史探索班 

 
・ガイドブックに掲載する写真を市や学生からもらう 

・全ての遺跡に写真を掲載するか否かは、作成時に随時判断 

・「行事一覧表」や「昔と今の遺跡状況の比較」は、コラムとして別枠で載せる 

「行事一覧表」は、11 月 9 日に福井エリアのものだけ情報をもらう予定 

それ以外の地域の行事については、自分たちで情報を集め、早めに取りまとめする 

・文章は基本横書きで、箇所によっては縦書き、文字のサイズは 12 から 14point が理想、冊子は A5 サイズ（A4 サイズ

を二つ折り） 

【A 班との連携について】 

・本日各班に配布した「福井エリア歴史探索ガイドブックとマップの作成ポイント」に書いてある文章をベースに、遺跡

の説明文を作ることを推奨。（歴史探索班はその資料に書いてあることをさらに深掘りして文章を作成） 

・チェックポイント 30 ヶ所に番号が振ってある A 班の地図を、データでもらう 

その地図をベースに、歴史探索班が少し手を加えて、完成させる 

 

・古墳めぐりコース（43 分）、西国街道コース（１時間７分）、自然探索コース（１時間 15 分） 

・自転車でもコースを回ることは可能（置き場所は大丈夫？） 

・詳細は QR コードでマップ上に載せる（各コースで QR コード１つ） 

・注意書きを入れる（トイレ、飲み物） ・探索の心得を入れる 

・各コースがつながるように最終的に１つのマップにする 

・遍照寺、真龍寺、大念寺、新屋神社（古墳ルート）、探索ルートのトイレが少ない 

【各班で調整する内容】 

・B 班のマップをベースに、A 班のルートを落とし込む 

→B 班に頼んでいるマップが出来次第、グループで会議を行う予定。 

・歴史探索班とすり合わせてイラストを反映させる 

 

マップビジュアル班 B 

 
・タイトルを決める 

・位置の印になるようなものをつける（学校・交番） 

・スポットの一覧表を作り、カテゴリー分けしてピックアップする 

・スポットの名前をかく（検索しやすいように） ・スポット間のルートを入れる 

・バス停、トイレの場所を分かるようにする 

・飲食店、スーパー、コンビニ、景色、景観など点の色を変える 

・A 班のマップをカバーした範囲で B 班が素材をつくる 

・A 班と B 班は同じマップ素材を使う、B 班のマップをベースに、A 班のルートを落とし込む 

・マップの大きさを決める（A２、A３、A１）→A2 に決定 

・食べログのリンクはマップに載せても OK なのか？ 

【今後の予定】 

・地域の方と学生で 10 月 29 日（火）に会議を行う予定 

→改めて何をマップに入れ込むのかを話し合う 

・全体のマップが出来次第、A 班に共有→共有済 



 

 

 Q.今回、活動に参加した感想をお聞かせください！！ 

～ホームページ作成に向けたアイデア出し～ 

 

 【福井コミュニティ協議会がホームページを作成する目的】 

地域の魅力をビジュアル化するガイドブック・マップ作成の事業を通して、ホームページ等の情報発信と連携ができ

る「地域の情報プラットホームづくり」に学生のアイデアをいただき福井地区の活性化をはかりたい！ 

 

         

福井コミュニティ協議会のホームページ作成に向けて、班ごとにどういった内容や仕組みであれば老若男女がアク

セスしやすくなるのか、ホームページ作成には何が必要になるのか等、効果的な情報発信のホームページの作り方

を考えました。 

現在、紙での情報発信が中心 広く地区の人に知らせたい！若い人に情報を届けたい！ 

 

〈ターゲット〉 

〈アクセス〉 

・誰でもみられるようにしたい 

・地域おこしにつなげたい 

・地域活動の情報発信をできるようにしたい 

 

・SNS 等で発信するなど、ホームページに辿りつくまでの動

線をつくることが大事 

・高校生、大学生のホームページ作成ボランティアを募る 

 
〈運用〉 

・ネット上で管理するのか 

・管理者を設定するのか 

・誰でも更新できるようにするのか 

 

今回の会議では、今まで曖昧だっ

た点などを明確化させることが

できた有意義な会議だったと思

います。まず今回話し合った事を

マップに反映し、今後もより良い

マップ作成ができるよう努めた

いと思います！ 

立命館大学 市川さん 
 

地域の方や他チームの学生との

意見交換を通して、マップの全

体像を改めて捉え直すことがで

きた会議でした！最終的にどん

なマップが出来上がるのか今か

ら楽しみです。 

立命館大学 赤井さん 


